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後藤延子

(E) 

以下は順天時報7000号記念号(1923年 8月30日)第六面に掲載された，李大引の 『報与

史』と題する文章である。李大引の著作の拾遺作業の中で今回発見したものであり，標題は

以下の如くカットっきである。

史興報
担教研大京北

主IJ 大 李

報与史有密切親近的関係，我何従『史』字的原義，可以看出報与史間有類似的性質，中文

『史』字有掌司記事者之義，英語 History与法語 Histoire義語 Storia同脱自希蝋語及技丁

語的 Historia此字原是 『問而知之』的意思，由是轄変而昂紀問而得知的結果的東西，就是

記録的意思，徳語史局 Geschichite，荷蘭語史 Geschiedenis有費生的事件的意思，由各国文

字的本義観之 r史』的意義，雄互有差異，市其性質頗有与今日的報接近的点，則孜諸各国

文字，皆能湖尋其始義而得之

.L>-
口

史的文字的原始，既己多少含有今日的報的性質，那歴作史的要義，与作報的要義，亦当有

史的要義凡三，θ日，察其変，社会的進展不己，人事的変遷無常，治史者必須即其進展変

易之象，而察其程迩，始能得人類社会之真象，。日，蒐其貫，欲求人類進変之迩，有於個個

現賓護生的事件，未得真確之証機，則難免馳空武断之弊，②日，会其通，今日史学進歩的程

途，己達於不僅以考証精核片段的事責，即属畢史之能事了，必須認人事局互有連噴，互有因

果関係者，而施以考察，以期於事買与事貫之間，護見相互的影響与感臆，而後得観人事之会

通，此三義者，於史局要，於報亦何猫不然?

報的性質，与紀録的歴史，尤其接近，由或種意味言之，亦可以説『報是現在的史，史是過

去的報，.1今日的報紙，於把毎日華生的事件，報告出来，以外有時亦附載些文筆論壇，及別

種有趣味的評論等，以娯讃者，又凡一個報，無論其馬一党派或一固体的機関，或馬単純営業

的独立的組織，必各持有一定的主義与見解，社中的記者，即本此主義与見解以霊揮其宣停的

作用，而就報紙的普通，而且重要的主旨，乃在重力把日日義生的事質，迅捷的市E精確的報

告出来，イ卑讃報紙的人門，得些娯楽教益与知識，今日報紙的需要，幾乎成了一種人生必需品

的原故，就在他能把日日新護生的事件，用有系統有趣味的筆法，描写出来，以侍布於読者，
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使人事護展社会進化的現象，一一呈露於讃者的眼前，報紙上所紀的事，難然是片片段々，一

鱗ー爪的東西，而究其惟質，質与紀録的歴史原無二致，故新聞記者的職分，亦与歴史研究者

極相近似，今日新聞記者所整理所紀述的材料，即矯他日歴史研究者所当蒐集的一種重要史料

今日新聞記者的事務，既負属他日史家預備史料的責任，那歴記聞記者於載筆紀事的時候，

必当本着上述史的三個要義，以相従事，其報始有償値，惟作報与作史有最有不同之点，就是

作報大率多致於力求其報告的迅捷，求迅之念切，則与蒐貫之義不能雨全，市新聞記者之紀事，

又毎易篇目前義生的零砕事象所迷鷲，因之於察変会通之義，常易紛失其因果聯貫之系統，這

是新聞記者雁該特加注意的事，震免此弊，新聞記者要有歴史研究者的修養，要有歴史的知識，

要具有与史学者一様的冷静的頭脳，透激的観察，用研究歴史的方法，鑑別取拾閥於毎日新生

事質的種種材料，這様子纏可以作成一種好報紙，同時亦能馬未来的史家預備些好史料(完〉

さて順天時報は， 1901年12月12日から1930年 3月27日の9285号まで，北京で約30年開発刊

された漢字新聞で、ある。初めは東亜同文会の中島真雄の個人経営として出発したが，1905年，

公使館に譲渡され，i外務省の保護の下に」入った。従って日本政府の御用新聞としての性

格から自由ではなく ，公正中立な報道を望むべくもないのは容易に理解できょう。周作人が

その記事の偏見と歪曲に憤慨し，i悪錬Ji暴論」と口をきわめて非難するようなケ ースが多

かったのも事実である(~談虎集』所収の『日本浪人与順天時報』 等々 参照〉。筆者自身も留

日学生の対華二十一ヵ条要求に対する反対行動が，日本内地の新聞や中国の時報などには報

道されていながら，順天時報にはついに一字も見出せなかった経験があり ，その日本に都合

の悪いニュ ースは黙殺する報道姿勢に感じ入ったことがある。

ところでこう した性格の順天時報に，李大量リの文章がどうして掲載されたのか。しかもこ

の文章の内容は，まさしく順天時報の報道姿勢，新聞と しての見識を鋭く衝き，その反省と

是正を強く求めるものであり ，JI頂天時報の方針と真向うから対立するものであった。従って

順天時報に最も似つかわしくないものと言ってよい。

さてこの当時の順天時報は，大谷探険隊の隊員であった渡辺哲信が社長であり ，編鴎長は

橋川時雄であった。今村与志雄の 『橋川時雄著訳年表~ (汲古書院影印『文字同盟』第二巻〉

によると，橋川は1923年の 6， 7月頃から24年の 9月頃まで編輯長をつとめていたという。

それゆえ7000号紀念の特集号の企画は，新編輯長橋川の初の大仕事として，その腕前の見せ

どころであったろう。

ところで李大判と同じくこの7000号紀念号に， 呉虞の 『萄子之天論与酔議祥~ (未完)，周

作人の『親日派~ ， 圧栄宝の 『転注説』 も載せられている。 「呉虞日記J 1923年8月 7日によ

ると，i北京順天時報社橋川時雄，因藤塚之介紹来函求稿，作順天時報紀念。稿以八月二十

日以前交去」とあり，旧知の藤塚隣の紹介により紀念号の原稿依頼の手紙を受け取ったこ

とがわかる。呉虞は早速その翌日 8 月 8 日に， 自己の詩集 『秋水集』一部とともに ~萄子

之畔議祥与天論』を順天時報社に送っている。 8月14日には，橋JIIより原稿を受け取ったと

の来信があり， i荘諦一過，大有啓弟蒙者，誠為敵報添一段光彩，↑下舞薬如，云云」との言

葉が添えられていた。そして8月30日当日には，橋川より紀念号が 2部寄せられ，呉虞はそ

れを見て， i予文尚未完。周作人 ・迂栄宝之文，均旧作也」と記している。即ち呉虞の文章
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は長すぎて全部掲載されなかったこと，及び周作人と在栄宝の文章は旧作で，紀念号のため

に新たに稿を起したものでないことを指摘したので、ある(呉虞の続きは第 4固まで続いたと

ころで，この年の 9月 1日の関東大震災の記事などで，中断した〉。

さて以上の呉虞の原稿をめぐる橋川とのやりとりから推して，李大量リの場合もほぼ同様の

経緯を辿ったと見てよかろう。そして7000号紀念号は，第一面に小鳥の群れ集う森の中に左

手に竪琴をもち右手に光の玉を掲げてすっくと立った，月桂冠をかぶった女性の天使のイラ

ストの横に順天時報の題字を配し，社論 『管見与自蔵』で自社の方針を唱い上げている。以

下通常の二倍の十六面に及ぶ紙面には，家元洪，段棋瑞，宣統帝湾f義，顔寵恵や孫文の写真

や題字，王正廷，徐{弗蘇，高凌爵ら中国各界の鐸々たる人物の祝詞，李大室IJ.周作人，呉虞

らの文章とともに陳d換章の 『筈解北京孔教大学之要旨』も載せられ，些かも偏らない，総花

的とも言える豪華絢蝿さを誇っている。まさしく新編輯長の意欲的なEつ練りに練った構想

のたまものと評すべき巧みな紙面づくりであり，後に名著 『中国文化界人物総鑑』に結晶す

る，豊かな人脈づくりの伎何がすでに片鱗を示している。

だが，このように細心にバランスを整え，一点、非の打ちどころのない用意周到な紙面構成

であったとしても，李大量リの文章の掲載はやはり相当に危険な賭けであったと言える。橋川

は後に. i私が李大剖に寄稿を求めて順天時報に載せたときなど， えらい物議を社の内外に

かもしたらしいです。中江丑吉から同僚の佐々木忠に言づけして，領事館警察が見張りをし

ているから注意するがし、L、と忠告してきたこともありましたJ(F学問の思い出一一橋川時雄

先生を囲んで~ 1968年 『東方学J 35輯〉と回想している。勿論，要注意人物としてマークは

されたものの，橋川の身に直接累が及ぶことなく終ったものとみられる。だが.i新編輯長

橋川先生，又将貴報大為改造，前程万里，正是無量也J(読報人『貴報七千号紀念感言J)の

意欲的編輯方針に一抹の影を投げかけるものであったことに相違はなかろう。

さて1924年 9月頃編輯長をおりた橋川は. 1927年 3月順天時報社を退職し文字同盟』

を発行するかたわら，対支文化事業に関係し r続修四庫全書総目提要』の編纂事業などに

全力を傾けている。その生涯については，女婿今村与志雄氏の上述の 『橋川時雄著訳年表』

とその参考文献，及び同氏の Wi続修四庫全書提要」と影印本 「文字同盟」第三巻「解題」

補遺.J( r汲古~ 23号. 1993年 7月)に詳しい。

ところで順天時報が外務省の保護下にある以上，日本政府の対中国政策のスポークスマン

としての制約がはめられており，それからの逸脱は不可能であったことは紛れもない事実で

あった。とはいえ. 7000号紀念号に北京における中国共産党の中心リーダー李大剖の文章が

登場したことは，社長，編輯長，記者などスタッフの陣容如何によっては，それ独自の紙面

づくりを示すこともあり，必ずしも御用記事のみと決めつけてすませないことがわかる。従

って中国国内に次々に生起する事件，及びそれへの日本の対応の中で. JI頂天時報もその制約

の枠内でなにがしかの幅をもった報道が可能であったとも見られ，その報道の不自由さ，偏

向性にのみ眼を奪われ，否定的評価で塗り潰してしまうわけにもいくまし、。丁度この時期の

順天時報について r襲徳柏田憶録』は i最も嫌われながら最も売れ行きのよい新聞は，

日本人発行の順天時報である。この新聞は，当然のことだが一切の中国と政府の要人とにと

って不利なニュ ースを敢えて載せており ，政府はそれに手がつけられなかった」と述べてい

る。それゆえ. 1901年から30年までの激動の中での日刊紙としての歴史の厚みを思うと，や
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はりその紙面に即してきめ細かく検討し，その果した客観的役割・歴史的意義を見極める作

業が今後に残されることになろう。

さて最後に，李大量リの文中の「報是現在的史，史是過去的報」のフレーズについて気がつ

いたことを述べておきたい。梁啓超 『敬告我同業諸君~ 0902年10月 『新民叢報~ 17号〉に，

「西哲有言，報館者現代之史記也」とあり，あるいは出典を同一にしている可能性もある。

王新命『新聞圏裡四十年』では， i昨天的新聞，就是今天的歴史」とある。またシーレーの

『政治学序論』の官頭の言葉，i政治は現在の歴史であり，歴史は過去の政治であるJにヒ

ントを得て，政治を新聞と置き換えたのかもしれない。この語は久松義典『近世社会主義評

論』第二篇第四章にもある。ともあれ明確な典拠には，目下のところ巡り会えなかった。

ただ北洋法政専門学堂卒業後 r言治』月刊の編輯に従事するかたわら，北京に出て 『法

言報』の編輯に携わり ，また日本留学から帰国後は r畏鍾報，h r甲寅』日刊の編輯に関わ

っていたジャーナリストとしての閲歴の深い李大引であってみれば，報道のあり方，新聞人

の責務について，反省を迫られる機会が多かったことは容易に想像がつく。その中でこのフ

レーズに逢着し，心に深く刻みつけられたのかもしれない。あるいは自己の心中におのずか

ら熟成し定着したものであったかもしれない。ともあれ刑死を予感して 『獄中自述』の末尾

に， i剣夙研史学，平生捜集東西書籍頗不少，如己没収，尚希保存，以利文化」とつけ加え

た李大量IJの歴史学への関心の深さを，このフレーズと切り離して考えることはできまい。

(F) 

李大量IJ の 1914年 1 月の日本留学の費用について，張次渓 『李大量IJ先生伝~0951年宣文書

庖〉は，孫洪伊と湯化龍の援助を指摘し，日健『李大重IJ和塵秋白.JC同上年商務印書館〉は，

孫洪伊から彼を紹介された湯化龍が，その「学識才力」に感服して資金を援助したと述べて

いる。以来，呂健の説がほぼ定説と化して今日に至っている。

ところで湯化龍といえば，清末民国初の政界で重要な役割を果した人物であり，共和 ・統

一 ・民主の三党を合併して1913年5月29日成立した進歩党の指導者として，梁啓超と並び称

される大物政治家である。彼は清末以来一貫して孫文らと政治的主張を異にし，民国初年の

政局を，結局は衰世凱の思惑通りその独裁権力強化の方向に手を貸した有力な政客であり，

1918年 9月，カナダのヴィクトリアで現地の国民党員に狙撃されて生涯を閉じている。

さてこうした政治的立場に立つ湯化龍に見込まれたということは、日本留学以前の李大剖

の政論の及ぶ範囲が，ほぼその圏内にあり，共通する部分が多かったことを物語っている。

従って，中国における最初のマルクス主義の体系的紹介者，中国共産党の創立者，初期の指

導者，軍閥張作宗主に絞首刑に処せられ革命に殉じた烈士の輝やかしい経歴が，決して当初か

ら単純明快に完成していたわけで、はないことがわかる。それゆえ，哀世凱を選び，彼に民国

の前途を託すと L、う出発点に立ちながら，国内外に次々に展開する情勢の変化の中で，自己

の思想の枠組みを問い直し作り変えつつ歩み続けてきた，苦渋に充ちた府余曲折の道程を解

きほぐすと L、ぅ課題が，我々研究者の前に突きつけられるのである。

さて今回，筆者はこの李大剣の日本留学をめぐる興味深い資料に出会うことができたので，

この誌面を借りてその事実について報告し，且つ若干の考察を加えてみたいと思う。それは

かいつまんで言うと，湯化龍の手を通じて提供された留学資金は，別に湯個人の財布から出
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たのではなく ，進歩党の党財政から支出されたものであり，少くとも十数人の青年たちがそ

の支給を受けて日本に留学しており ，李大剣はその一人にすぎなかった，とし、う事実である。

そもそも湯化龍自身が，北京進士館官費生として日本の法政大学清国留学生法政速成科第

四班 0905年11月入学， 07年 5月卒業〉で学んだ帰国留学生である。『法政大学史資料集』

第十一集 (1988年法政大学発行〉によると，彼は卒業生263人中 6名の優等生の一人という，

好成績で卒業している。同級生には，清末の諮議局連合会以来，彼と最後まで政治的立場を

同じくした山西の梁善済，清末は同じ立場で協力したが民国になって彼と訣別した，丁世障

と沈釣儒，及び国民党の居正がし、る。また四川の呉虞も同級生である。

帰国に際して日本留学中の成果を 『大清違警律釈義』にまとめた湯化龍は，終生，知識欲

が旺盛であったという。直蔚乾『記湯化龍二三事J( r湖北文史資料.! 8輯〉によると，読書

と研究と講演を好み，多忙な政治生活のあいまを縫って，法政学校や陸軍大学などの教壇に

立ち，学生に法律 ・政治知識を熱心に講じたとし、う。また1916年衆議院議長に返り咲いた時，

湖北旅京学生会を組織し，その機関誌 『楚宝』の発刊詞を書き，学生に「真の知こそ真の愛

を生む」として，社会の団結のためには正確な知識を身につけるよう呼びかけ，また服従の

精神とともに「批評の精神」が立憲国民には不可欠であり，活濯な新しい社会は学生にかか

っていると力説している。

また『湯化龍務美日記J (湖北文史資料J 8輯)によると，船中で日本人を観察し， i日本

経済の発展は，全く国民の堅苦忍耐にありJ(6月10日)とか， i日人精神活滋，公共事業に

熱心J(6月16日〕とかの感慨をもらし，偶々乗り合わせた永井柳太郎とともに講演を頼ま

れると，i日人知識を求むるに熱心，男女みな講演を聴くを喜ぶ。船中に在りと雄も，なお

これを楽しみて疲れず。且つ要求甚だ切。余，極めてために感動すJ(6月17日〉と記して

いる。更に，入国審査は中国人が常に日本人より後廻しにされ，一二日余分に留置される状

況 (6月21日)など，アメリカの華僑への待遇の悪さを知り， i喪乱の国民，自由国に入ら

んと求むるもまた自由を得ず，これ吾が国人のまさに猛省すべきところなり J(6月20日〉

と述べると同時に，チャイナタウンが日本人街と比べて， i秩序の整斉，庖戸の潔浄」にお

いて「天淵の別ありJ(6月22日)，また「賭家」が多いこと (6月29日〉を指摘している。

このようにことごとに日本人との比較に敏感な湯化龍は，アメリカの役所の雑踏と自由な

振舞いを目撃して，iさきに日本の官署の極めて整粛を見る。此間と週かに相同じからず。

殆どまた平民政治と官僚政治との分か。但だ未だ深くその内容を知らざれば，未だ敢えて速

かに二者の優劣を断ぜざるのみJ(6月21日〉と，極めて意味深長な言い廻しで自己の感慨

をもらしている。もともと湯化龍のアメリカ旅行は， 1917年11月，進歩党がもはや中国の政

界で存立の基盤を失い完全に挫折したことから，民主・共和の本国の政治制度を視察して，

再度陣容を整えて政界に復帰するための参考の資を得るためであった。しかし今回の手痛い

破綻に懲り政治から手を引き学問の世界に没頭していった梁啓超とはちがい，政治への未練

たっぷりの湯化龍が，果してこの旅行から，見放され見限られた自己の政治的主張への根本

的反省を得たか否かは，上記の感慨に見るかぎり ，極めて疑わしいとせざるをえない。

さて以上の如き経歴と思想の持主である湯化龍であってみれば、中国社会の近代化と立憲

国家としての前進のため，確実な近代的政治学法律学の知識を身につけた人材の養成が緊急

の課題だとの深い認識をも っていたことに間違いなし、。そして彼は自己の周辺にいる前途有
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為の青年たちに期待をかけ，彼らが留学して帰国の暁には，彼を助けて共に民国の政治の運

営の重責を担ってくれることを切に希望していたと見てよかろう。そしてその場合，留学先

は民主 ・共和の本家の欧米ではなく，彼にとり見習うべき模範として中国の一歩前を歩いて

いる日本が選ばれ推薦されたことも，容易に理解できる。彼は1914年秋，妻をつけて娘の侃

琳と息子の侃松を日本に留学させてまでいるのである (沈雲龍 『湯化龍其人其事』伝記文学

叢刊 『民国史事与人物論叢』所収〉。

ところで湯化龍による1913年末から14年初頭の留学生派遣について，李仲公 『護国之役時

的湯化龍及其集団 (~湖北文史資料~ 8輯〉は，合計 9名であったと言う。それによると，劉

崇佑と林長民の紹介による劉道鍾 ・陳博生，孫洪伊の紹介と文章により湯化龍から知遇を得

た李大量リ・ 李其茎 (李仲公のこと)，蒲殿俊の紹介による張梓芳 (必果)，李大引の紹介によ

る震例白 ・張潤之 ・李凝修，湯自身が推薦した南庶照であり，これらは大部分早稲田大学で

政治経済学を学んだとのことである。

韓玉辰 『湯化龍的一生J (同上)は，李大量Ij・ 陳定遠 ・虚復 (蔚乾〉 ・彰国偉(伯勲〉・羅

貢筆等々と言う。虚蔚乾 r記湯化龍二三事J (同上〉は，李大量リと禁成集 (天民〉の名をあ

げる 。 華覚明 『進歩党和研究系~ (F文史資料選輯J 13輯〉は，党の預金から一部分をさき，

李大量Ij.南開鍾 ・察天民等を留学させたと述べている。

さて李大量Ijは，1"吾が友夏子競氏 (夏勤のこと一後藤注〉……去歳初秋航海して江戸に来

る。余もまた沢民 ・凝修と相継いで至る。残冬風雪，海外相逢うJ(FI"自然律与衡平律」

識J) と述べている。沢民は張潤之の字であり (F中国経済財政学会簡章』に附した民国五年

の責任会員姓名籍貫による。 「民葬』第 1号)，凝修は李凝修のことである。よって前掲の李

仲公の述べる如しこの二人が李大剣とともに日本に留学に送られたことは確実としてよい。

また 『民葬』第 1号所載の留日学生総会の職員一覧表の中に，評議員，及び文事委員会の

一員として，四川の張梼芳の名があり，従って李仲公の述べるが知く，張も留学生として派

遣されたことは確実であろう。そして留日学生総会の文麿科主任で，李大量リらとともに東京

で神州学会を組織した李翰章 (墨卿〉の 『墨園随筆J0932年〉に，湖北の察天民が会員であ

ったことが記されている。これも前掲の直蔚乾と華覚明の両人が名を挙げているところから，

湯化龍から留学に派遣されたと見てまず間違いはあるまい。

陳博生 (本名陳簿賢，ペンネーム淵泉〉は F早稲田学報J 258号によると，大正 5年 7月

専門部政治経済科卒業生名簿に登載されている。専門部も修業年限は大学部と同じく 3年で

あり，従って大学部に入学した李大剖と全く同時に入学したことになる。ただ陳の場合，李

大量リが北洋法政専門学堂卒業の資格が認められ，無試験で大学部政治経済学科一年に編入さ

れた (早稲田大学保存の李大剣の学籍簿による)のとはちがい，1"中学程度諸校卒業生」の

資格しかなかったのかもしれなし、。 ともあれ留日学生総会，中国経済財政学会にも李大量Ijと

共に名を列ねている。以後も李大剣と何かと関わりがあった人物で-あることは，石川禎浩

『李大量Ijのマルクス主義受容J0991年 5月『思想、J 803号〉に詳しい。陳湾賢は湯化龍がア

メリカ旅行出発の前に日本に立ち寄った際にも通訳として随行しており (前掲 『法政大学史

料集』によると，法政速成科規則第一条に，中国語の通訳を以て教授することが定められて

おり，湯化龍の日本語会話能力はさして高くなかったと見られる)，湯の存命中，常に政治

的立場を同じくして彼につき従っている。
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軍例白(霊侶白とも称する。本名塞堅〉は，彼に宛てた李大剣の詩と手紙が残っている。

それは， 1916年 4月に張潤之と共に上海に到着した際のもので，詩は『李大量IJ文集』下に，

手紙は『李大室IJ遺文補編~0989年黒龍江人民出版社〉に収録されている。手紙は，日本で卒

業試験を受けている冨例白に，帰国後の裳世凱の帝制に対する反対運動の状況を報告したも

のである。従って彼も確かに日本に留学しており，李大室IJは卒業できなかったが，彼は陳湾

賢と同じく卒業までこぎつけただろうということがわかる。橿例白は1918年，湯化龍のアメ

リカ視察旅行に随行し (r湯化龍滋美日記J 6月5日)， 9月 1日，湯化龍の「証婚Jの下に

挙式している。そしてその祝宴の後，中華街を歩いているところを襲われて湯化龍は死亡し

た (r湖北文史資料J 8輯所収劉道鰹 r湯化龍的政治活動及其思想、J)。

さて以上の数人のケースから見て，先の李仲公の証言は相当に信頼するに足るとしてよい。

従って，進歩党の若手の理論家・活動家となるべき将来を嘱望して，湯化龍がその預かって

いる党財政の中から，少なくとも十数人の有能な青年たちを日本留学に送り出し，李大量リも

その一人に選ばれたということは，まず誤りないと結論してよかろう。そしてそれあらぬか，

湯化龍社長の下に1916年 8月15日創刊された 『長鍾報』には，李大剖が総編輯に任ぜられる

とともに (9月 5日を以て辞任)，陳樽賢，李仲公，塞例白などが，その編輯障を構成する

ことになっている。前掲の李仲公が言うように，留学帰りの人々を中核に， i湯化龍集団の

『少壮派JJが形成され，湯化龍の所期の目的が見事に実を結んだわけである。

ところで前掲の李仲公によると， i毎人毎年の補助費は300元」とのことである。当時北京

で月に10元あればかなり余裕のある学生生活を送ることが可能で、あったとしづ。 1918年，毛

沢東が北京大学図書館で助理員として働き 8元の月給を貰っていたのは，青年が一人で生

活するかぎり，さして不自由な額ではなかったとの当人の証言もある。ところで1914年の

『国幣条例』で壱円銀貨は庫平の 7銭 2分，即ち900位 23.977795 gであり，日本の50銭銀

貨は800位 10.125 gである。従って中国の方が少し価値が高いが，大まかにはほぼ同等と

見なしてよい。大正 3， 4年当時の日本の物価はまだ安定しており，米一升が20銭から30銭

で，本は専門書で 2円から 3円台，一般書で I円前後であった(以上は，岩武照彦 『近代中

国通貨統一史J，r造幣局百年史ゎ 『大正ニュ ース事典.1，日本図書センタ ー 『日本書籍分類

総目録』などによる)0 r襲徳柏田憶録』によると，東京の安い下宿屋で三食付き三畳間の部

屋で 1カ月10円であり，高いところでも14， 5円で十分だったという。

学費については，教育機関や入学年度の相異により，金額に相当のバラつきがあり，また

学校側の公表された資料，マスコミの情報，個人の家計簿や日記などに，学費の正確な記載

が意外に少なく，確実な金額は容易にはつかみにくい。政法学校は月謝6円を徴し，浩然虚

は「一ヶ月食費其他一切ノ費用トシテ金十円ヲ徴シ」ていたという (r日本外交文書』大正

三年度「中国革命党関係者ノ動静ニ関スル件J514 i中国留学生教育ノ私立学校ニ関シ取調

ノ結果報告ノ件J)。また 『襲徳柏回憶録』によると，正則補習学校や数学館で日本語や数学

などの一教科の補習の「学費は極めて低く，毎月たった一元二角で、あった」と L、う。さて，

『早稲田大学七十年誌~0952年〉によると，大正14年(1925) 4月の入学生から，専門部は

85円から100円に，高等師範部は95円から111円に，文学部は120円から140円(し、ずれも年

額〉に値上げされている。大正 3年の物価指数を100とすると，大正 7年のそれは230であり，

この間，戦争景気による凄まじい物価の騰貴があったことは， 1918年，米騒動の嵐が全国を
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吹き荒れたことから十分に理解できょう。

早稲田大学の場合， 1919年に新大学令による機構改革を実施し， 90万円の供託金を国庫に

納めねばならなかった。従って大正 3年度入学生の李大剖の場合に比べて，大正14年度入学

生の場合は，その間，一度，あるいは二度の学費改訂があったと見てよ L、。従ってこれはあ

くまで推測にすぎないが，大学部は90円内外，専門部は50円内外と見ておけばよいのではな

し、かと考える。

だとすると 1人年間300元の支給があれば，学生生活を送る上では特に支障はなく，書

籍の購入などにも，かなり廻せたと見てよし、。そして李大判が留学期間中，相当数の日本語

の雑誌・書籍を購入し持ち帰っていたことについては，拙稿 『李大引と日本文化 河上肇，

大正期の雑誌J (1991年信州大学人文学部特定研究報告書〕 で触れておいた。

当時の中国人留学生には，勿論留学生自身に肉体労働の経験もなければその発想もないこ

とがあるが，今でいうアノレバイトの口はなかった。ただ文を書いたり本を訳して，新聞社か

雑誌社に売る以外に収入の手だてはなかった。従って留学生は，官費留学生か，余程の金持

ちの子弟か，或いは特殊なスポンサーのつきの者に限られていたと言ってよし、。勿論，官費

を友人または兄弟と共同で使い，生活を切りつめてしのぐ留学生も数多くいたと L、う。(民

立報1913年 8月16日付「済学経費之規定」によると，教育部は府余曲折の末，日本への官費

留学生に年間400元の支給を決めている。因みに，アメリカは960ドル，イギリスは192ポン

ド，フランスは4800フラン， ドイツは3800マルクである〉

さて李大量リたち，湯化龍から送り出された十数人の青年が，さして不自由なく日本での留

学生生活を営むことができたとすれば，次の問題は，その進歩党の党財政の来源はどこにあ

ったかということである。近代的な意味の政党であれば，党員個々人の党費や党の出版活動

その他の事業収入により，党財政は支えられるであろう。しかし民国初年の中国の場合は，

必ずしもそうではない。とりわけ国民党に対立し，衰世凱の意図に陰に陽に加担する政党の

場合， 裳世凱から潤沢な資金が施されていたことは，張玉法『民国初年的政党~(1985年中央

研究院近代史研究所専刊49)などの指摘をまつまでもなしむしろ常識に属する事柄であっ

た。そして1913年 4月に裳世凱が国会の反対を押しきり強引に締結した善後大借款(当時の

レートでほぼ2億5000万元に相当〉の一部が，その有力な資金源をなし，国民党の分裂，党

員の箆絡，アンチ国民党政党の育成，そして第二革命の鎮圧などに活用された。蓑世凱は金

をふんだんにパラまき，自己の支配権力の強化を着々と進めたのであり，その札束で横面を

はるやり方は，唐在礼 『辛亥以後的裳世凱~ (r文史資料選輯~ 53輯〉に詳細に描かれている。

そして国民党と対抗する一方の雄である進歩党の結成に当り，前掲の劉道鰹は， I裳世凱

は前後二回にわたり 50万元の費用を支給したJと語っている。勿論，その他に湯化龍・梁啓

超や他の主立った利用価値あるリーダーたちに，再三にわたり個人的な援助をしていたこと

も，前掲の唐在礼の証言するところである。梁啓超は， 1915年 w異哉所謂国体問題者』を

書き，衰世凱の帝制運動に筆誌を加えようとしたとき，哀がそれを聞きつけ20万元を人に持

たせて寄越したことを w国体戦争賠歴談~ 0916年 『盾鼻集J)で暴露している。 1914年 9月

3日付の 『時報』によれば，在仏の在兆銘と察元培とに対し， I二人は国民党に隷すると雄

も，なお煽乱の実拠なし。且つ学聞を富有し，現にフランスに困しむ。特に筋して四千フラ

ンを匪して接済す」とある。この報道の真偽のほど，そしてもし真であったとしても二人が
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受け取ったか否かは，資料がないので何とも言えない。しかしそのニュースの後段に， I駐
すぐれ

日本の陸公使に電して，孫 ・黄に反対する留日学生を査明し，尤たるを択び，給するに学費

を以てせしむ」とあるのを見ると，人の弱みにつけこんで隙を見てはヒモをつけようと図る，

衰世凱の巧妙で執助なやり口がよくわかろう。

従って以上から，李大量リたち十数人の日本留学用に支出された進歩党の党費とは，主とし

て衰世凱から提供されたものの一部であると結論してよかろう。勿論，当時において当事者

たちは全く知りもしなかったことかもしれなし、。しかし誤解を招くのを承知の上で極言すれ

ば，李大量リたちは衰世凱の金で留学したことになる。だが借款の支払いは中国人民にかぶせ

られた以上，中国人民の金で留学したとも言えるわけである。

ともあれ湯化龍の手を通じて進歩党の党資金から留学費用をもらった青年たちは，進歩党

の若手の有能な働き手たるべく期待されて派遣された以上，情勢次第では中途帰国を求めら

れるのも，やむを得ないことであった。李大量Ijの1916年 1月の帰国は，女婿買芝の『李大量Ij

同志的故事~ 0957年『新観察J 8期〉の語るように，湯化龍の帰国要請電報に従ったと見る

ことができる。そして二週間後に再び日本に戻り，すでに 2月 2日付で「長期欠席除名」

(李大剖の学籍簿事由欄による〉になっていることを知ったものと思われる。当時の早稲田

大学では出席条件が特に厳しく r早稲田学報~ 236号第十一学生課によれば， I毎日出席

点呼を行ひJ，長期欠席には父兄・保証人に注意し，本人に訓戒するなどであったと Lづ。

従って卒業試験を受ける資格を失った李大量Ijは，卒業をあきらめて反裳闘争に馳せ参ずるた

め 4月，最終的に日本に別れを告げ，友人張潤之とともに上海に向ったものと思われる。

そして韓玉辰 r湯化龍的一生~ (W湖北文史資料~ 8輯〉は，反衰闘争のために上海に行っ

た湯化龍が，衰世凱の放ったスパイの暗殺を避けるため外出をひかえ， I李大量リが代理とし

て各方面との連絡に当った」と言う。『白堅武日記~ 1916年 2月14日には，李大量リからの留

学を勧める手紙に接したとある。その後，白堅武は妻の病床にかけつけて日記は中断するが，

4月29日，孫洪伊から李大量リがまだ上海に来ていないことを聞き， 30日には一緒に日本から

帰国した張潤之が湯化龍のところに同居していることを知って会いに行っている。 5月 1日，

李大剣が張継とともに上海に来ることを聞いて待ち焦がれるが，張継は 5日に来たものの，

やっと李大量Ijに会えたのは，南京代表会議の後の 5月19日であった，と記されている。そし

て先述の李大量IJの震例白への手紙は，その内容からして，丁度この噴に書いたものと見られ，

彼の連絡役としての東奔西走ぶりを偲ばせる。

李大量リの帰国後の思想、と行動のこれ以上の追跡は後日に譲るとして，本筋に立ち返ろう。

李大量リは16年 9月 4日 w畏鍾報』の総編輯を半月余りで突然辞任するに当り w別泊』 とい

う小説めいた文章を発表し，政見の相違によって訣別せざるを得ない苦哀を吐露した。そし

て張勲による17年 7月の廃帝薄儀の復酔クーデターの後，完全に湯化龍・梁啓超らの政治的

主張に見切りをつけ w酔偽調和~ ， w暴力与政治』を発表し，彼らを厳しく断罪した。李大

到によれば，彼らの政治的立場は，結局，調和の美名の下に，民国の政治舞台に特殊勢力を

引き入れてその跳梁を容認し，生まれたばかりの民主・共和の民国を流産させ，その順調な

発育を妨げてきた元凶に他ならないと決めつけられる。

しかしこの糾弾に際し，梁啓超は公然と名指しで非難されても，湯化龍の名は本文中に出

てこない。 『酔偽調和』の中で， I某もまた内務に長たりJとして湯化龍のことが灰めかされ，
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また本文中に引用した言葉の発言者として，注の中で湯化龍の名が示される。そして，
わた〈し ひさ あた

「愚はさきに緩進派の一部の人士と過従すること頗る稔し。 ……愚の某報を去るの時に方り，

別れに臨んで言を贈るも，なお辞を寓意に托して以て調勧をなす」と言う。「某報」とはま

さしく『畏鍾報』のことであり，彼と親交のあった「緩進派の一部の人士」とは，湯化龍を

中心とするその周辺の人々であり，多分に嘗ての留学生仲間を含むことは，見る人が見れば

たやすくわかることである。だが敢えて公然とは湯化龍の名を挙げていない。このことは何

を意味するか。

孫文や梁啓超の文中での「夫己氏」には蓑世凱に対する軽蔑の意がこめられ r参戦年余，

未だー兵も出さざる将軍J(WBolshevism的勝利J) に，段棋瑞に対する皮肉の意がこめられ，

「都下の車を引き祭を売るの徒J(r林琴南致察先生書~ 1919年 3月)に，察元培の父に対す

るI噺弄・邦撒の意がこめられている(丸山昇『五四文学革命の一面一一 「引車売祭」余話』

UP1976年 1月号)などは，言語空聞を共有する当時の中国の読者には，一読して直ちに十

分に意が通じたにちがし、ない。そしてこう した表現された言葉の奥にある言外の真意を読み

取る技術を磨き，表現のしかた(筆法，筆するか削するかの選択〉によって，発信者の褒庇

の意を寓するというのが，中国の長い歴史の中に脈々と流れる，まさしく高度に洗練された

伝統文化そのものであった。従って我々は，春秋公羊伝的世界に立ち戻り，中国語の意味論

的空間・語用論的環境に沈潜して，そこにこめられた「微言」・「微意」・「大義」を読み取る

べくひたすら修行することが要請される。

さて李大剖が「緩進派」を厳しく批判し，明白に湯化龍をあてこすりつつも敢えて名指し

を避けたのは，いかなる意図によるものか。筆者としては，そこに或る配慮、障かりの気持

ちが流れているように思われる。たとい進歩党の党財政からであれ，自分を見込んで日本留

学に送り出してくれた湯化龍の厚意に対する，個人的思義，感謝の念が，消しがたL、記憶と

して脳中に去来し，そのゆえに公然と名指しで攻撃するという挙に出るに忍びなかったので

はないか，と読み取ろうとするのである。
なづ

とはいえ梁啓超が， r革命党の首領と自ら命くる者J(1"卑乱感言J 1911年 5月)， r南方の

革命の偉人J(1'外交欺内政欺J 1921年12月〉などと，公刊した文章の中では孫文の名指しを

'1寧りながら， 1925年10月，孫文の死後に公刊した文章の中で、初めて孫文の名を挙げて言及し

た (W如何繊能完成「国慶」的意義』長報副錆〉のは，一体いかなる意によるのか，にわか

には付度しがたいところである。ともあれ尊者や賢者のために謹んだり親しき者のために誇

んだり， r指桑罵塊」や「影射」に満ち溢れている中国語の語用論・意味論的空間の底無し

の深さの中を，手探 り足探りで進む以外にはない。(完〉




